
計画に定められた取組、
方策の内容

現状
【R3(2021)
年度末】

目標
【R8(2026)
年度末】

COD(75%値) 5.5mg/L 4.7mg/L 4.9mg/L

COD(年平均値) 3.9mg/L 4.0mg/L 3.9mg/L

全窒素（年平均値） 0.62mg/L 0.62mg/L 0.57mg/L

全りん（年平均値） 0.041mg/L 現状水準の維持 0.038mg/L

透明度（年平均値） 1.2m 1.3m以上 1.3m～1.5m

下水道整備（管理） 県
処理場受電設備の改築更新
焼却灰搬出ホッパ棟の建設
下諏訪ポンプ場の耐水化

岡谷市 37,871

諏訪市 47,926

茅野市 54,282

立科町 126

下諏訪町 18,988

富士見町 2,512

原村 8,040

合計 169.9千人 165.5千人 169,745

岡谷市 36,302

諏訪市 47,436

茅野市 52,287

立科町 93

下諏訪町 18,705

富士見町 2,157

原村 5,815

合計 163.8千人 160.3千人 162,795

岡谷市 49

諏訪市 385

茅野市 1,768

立科町 11

下諏訪町 12

富士見町 176

原村 1,676

合計 3.9千人 3.3千人 4,077

快適生活率 98.7% 98.9% 98.3%

一般廃棄物の適正処理、排
出抑制、再利用等

市町村、
一部事務組合、
関係団体

―

し尿処理施設 一部事務組合 ―

県
水草刈取船によるヒシの刈取（ト
ン）

- 年510トン以上 620トン

県 R5新規事業（諏訪湖創生ビジョン推進会議で検討）

県 R5新規事業

諏訪湖創生ビジョン
推進会議、県

8トン

周辺市町、
関係団体

3.76トン（岡谷市、諏訪市など）

県
Hゾーン（下諏訪町）覆砂工
A=2,080m3

県
シジミを含めた底生生物・魚類モニタリング調査
（6地点、年3回）

県
Hゾーン（下諏訪町）覆砂工
A=2,080m3

②漂着ごみ等の除去
県、市町村、
関係団体

206トン（諏訪市）

①自然浄化機能を活かした
水質浄化

県 ―

②沈殿ピットによる土砂除去 県 堆積土除去工　V=4,200m3

③植生水路の設置 県 設置完了

県
２０トン
アダプトプログラム（後述）による支援

岡谷市 6700ｍ

市町村 ・流入河川清掃、草刈り、ごみ拾い等　随時

R4(2022年度）実績

合併処理浄化槽設置事業
（接続人口：人）

窒素、りん除去型の設置を推進

下水道接続事業
（接続人口：人）

行政人口（人）

一般廃棄物等の適正処理、排出抑制、再利用等に係る取組

既存施設による適正処理

水草刈取船の入れない浅瀬や流入河川に繁茂したヒシの手作業によ
る抜き取り（トン）

官民連携で進めるための新たな仕組みづくりの検討

刈取方法、刈取時期のヒシの効果的な繁茂抑制方法の検討

覆砂実施箇所におけるシジミの生息調査

漂着ごみ等の除去（トン）

④枯れたヨシ等の諏訪湖へ
の流入防止

下水道区域外における合併
処理浄化槽の設置

①ア　水草の除去

水浴場等の利用を見据えた浅場造成

（２）
廃棄物処
理施設に
よる処理

（４）
流入河川
等の対策

第８期諏訪湖水質保全計画事業の実施状況（令和４年度末現在）

水質目標値

透明度の目標値

多自然川づくり

上川河口に設置した沈殿ピットに沈殿した土砂の回収

第８期計画事業【R4(2022年度）～R8（2026年度)

処理場の改築更新
湖周幹線マンホール更生

実施主体

１．水質の保全に資する事業

（３）
湖沼の対
策

上川、中門川にヨシの植生水路を設置(m)

・流入河川の支障木の除去
・諏訪湖岸及び流入河川の清掃
・河川区域の枯れたヨシ焼き
※河川に繁茂したヒシの除去については、【１の(3)の①ア】に記載

湖岸域の一部において覆砂を実施

諏訪湖流域内における
行政人口（常住人口）

上記人口より算定

下水道整備

項目

（１）
生活排水
対策の推
進

①イ　覆砂（浅場造成）
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計画に定められた取組、
方策の内容

現状
【R3(2021)
年度末】

目標
【R8(2026)
年度末】

R4(2022年度）実績

第８期計画事業【R4(2022年度）～R8（2026年度)

実施主体項目

巡回指導（Ａ） 延べ483件 延べ600件 80

284

28.2

240

②汚濁負荷量規制 県 規制対象事業場　84事業場

公害苦情・水濁事故発生時における指導・助言

水質汚濁防止法立入検査時における指導・助言

産廃処理業者立入件数36件

県 ―

市町村 ―

①水環境に配慮した生活行
動の推進

県、市町村 ―

②下水道への接続促進 県、市町村
施設汚水ポンプ補助0件
水洗便所等改造資金利子補給2件

③浄化槽の適正な設置、管
理の確保

県、市町村 指導及び啓発を実施

県 127

岡谷市 0

諏訪市 10

茅野市 0

立科町 0

下諏訪町 0

富士見町 0

原村 10

合計 立入検査件数(A) 延べ806件 延べ600件 147

県 5,637

2.6

①家畜排せつ物の適正管
理、利用促進

適正な管理を推進するため、延べ２７戸に対し巡回指導
を実施

②畜舎管理の適正化 ―

対象事業者なし

実施した

１事業者に指導した

国 - 延べ36km 36

県 - 延べ315km 20

岡谷市 - - 0

諏訪市 - 延べ210km 4

茅野市 - 延べ1170km 234

下諏訪町 - - 随時（自治会活動等）

富士見町 - 延べ15km 3

原村 - 延べ25km 道路路面の清掃　（自治会活動）

立科町 - - 0

合計 - 延べ1,761km 297

県 - 延べ20km 5

岡谷市 - 延べ38km 10.3

諏訪市 - 延べ425km 35

茅野市 - 延べ15km 3

下諏訪町 - - 随時（自治会活動等）

富士見町 - 延べ25km 5

原村 - 延べ5km 随時（自治会活動等）

立科町 - - 0

合計 - 延べ636km 58.3

市町村
不法投棄禁止看板の配布　42枚（諏訪市）
ポイ捨て禁止のぼり旗配布　197枚（諏訪市）

公害防止施設の新増設補助　等

水環境保全に配慮した生活習慣について呼びかけ

家庭ごみの不法投棄、観光客によるごみのポイ捨て防止のための啓発

２．水質保全のための規制その他の措置

道路路面の清掃(km)

環境への負荷を考慮した養
殖生産の促進等

下水道への接続促進

廃棄物処理業者への立入検査、不法投棄防止パトロール

道路側溝、水路の清掃(km)

中小企業振興資金（一般枠）の融資あっせん

適正な管理を促すための指導及び啓発

下水道供用区域における下水道への接続の推進

立入検査件数（件）

浄化槽設置基数（Ｂ）

①排水規制 県

（２）
生活排水
対策

下水道区域外における合併
処理浄化槽の設置

（３）
畜産業
対策

①市街地対策

※数値目標：
計画策定時
（平成29年度）
照会時に提出された数値

（５）
流出水対
策

③エ
排水処理施設の整備促進を
目的とした融資制度の紹介

（１）
工場事業
場排水対
策

立入検査率（A/B）（％）

家畜排せつ物の管理の適正化

・湖沼法指定施設における規制基準の遵守の徹底
・規制対象外の施設に対する啓発

③ア～ウ
指導等

県

特定事業場数（Ｂ）

県、市町村

（４）
魚類養殖
対策

立入検査率（A/B）（％）

上乗せ排水規制事業者数

湖沼法対象施設における規制基準の遵守の徹底

排水規制対象外の小規模事業者に対する排水処理施設の整備及び
適切な維持管理の指導

湖沼法指定施設における規制基準の遵守の徹底

県、
諏訪湖漁協

内水面養殖管理指針に基づく指導

規制対象外の施設に対する指導等
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計画に定められた取組、
方策の内容

現状
【R3(2021)
年度末】

目標
【R8(2026)
年度末】

R4(2022年度）実績

第８期計画事業【R4(2022年度）～R8（2026年度)

実施主体項目

輪作や緑肥を活用した化学合成農薬のみに頼らない栽
培を支援　187ha

環境にやさしい農産物認証の取得支援　　92ha
みどりの食料システム戦略推進交付金（緑肥作物の作付
け支援　32ha）

県

中山間地域農業直接支払事業による農地等の保全活動
　５市町村　50集落
環境保全型農業支払交付金
　５団体　　13.6ha

岡谷市、諏訪市 多面的機能支払事業

関係団体、
事業者、県、
市町村

農産物直売所や農産物関連イベントを巡るスタンプラ
リー実施

県 189

森林組合、
市町村

101.1

県 治山施設の建設 （箇所） - 15 12

県 砂防施設の建設（渓流） - 14 2渓流整備（竹の沢川、大沢川）

県、市町村 ゴルフ場排水の検査　５施設

県 ほ場の整備に係る公共事業環境配慮書の公表

市町村 ―

諏訪湖水質監視　３地点　毎月1回

６河川９地点　３湖沼　５地点

上流河川水質監視　２地点　２河川

県
諏訪湖内に連続測定器を設置し、溶存酸素を測定（５地
点）（3.(2)④、3.(4)②と同じ）

県
湖心（表層、底層）において、月１回、植物プランクトンを
調査

県 湖心（月１回）

岡谷市 市内４河川にて実施

諏訪市 11地点、７河川

茅野市 19地点

下諏訪町 ６河川９地点　地下水５地点

富士見町 ２河川等の６地点

原村 11地点、５河川５箇所

①底層溶存酸素量の環境基
準の類型当てはめ

県
令和５年３月３０日付け諏訪湖における底層溶存酸素量
の類型指定

③ゾーニング等による対策場
所の検討

県 ―

諏訪湖内に連続測定器を設置し、溶存酸素を測定（５地
点）（3.(1)①、3.(4)②と同じ）

・底泥酸素消費速度、底泥溶出量　湖内３地点 （４～12
月,各月）

県
水質調査一式
水生植物調査一式

県 検討

魚介類の生息環境の整備を検討

船舶による魚食性鳥類の追い払い　90日
外来魚駆除　155kg

①諏訪湖環境研究センター
（仮称）の設置の検討

県 改修工事実施

県

・諏訪湖内に連続測定器を設置し、溶存酸素を測定（５
地点）（3.(1)①、3.(2)④と同じ）
・底泥酸素消費速度、底泥溶出量　湖内3地点 （4～12
月,各月）

県
諏訪湖内に連続測定器を設置し、溶存酸素を測定（５地
点）（3.(1)①、3.(2)④と同じ）

覆砂場所と対照区における水質（４地点）及び底質（４地
点）の状況を調査

シジミを含めた底生生物・魚類モニタリング調査（6地点、
年3回）

県 ヒシ等水生植物分布調査（8月、年1回）

県
毎月１回、湖内３地点及び釜口水門においてCOD、全窒
素、全リン等を測定

貧酸素水塊の挙動に関する調査・研究

ヒシ除去場所及び覆砂場所における水質浄化効果と生態系に及ぼす
影響に関する調査・研究

関係団体、
事業者、

県、
市町村

多面的機能支払事業、中山間地域農業直接支払事業などの活用

護岸整備等の事業効果検証（事後調査）

諏訪湖の底質、貧酸素発生状況の把握及び貧酸素の改善手法に関
する調査・研究

県

水質関係データの解析、汚濁負荷物質の収支など汚濁負荷のメカニズ
ムに関する調査・研究

・類型当てはめの実施
・底層溶存酸素量の測定地点の検討

ゾーニング等による貧酸素解消重点エリアの設定

地元大学との連携による溶存酸素測定

地元大学との連携による底質形状の調査

ヒシの繁茂状況、沈水植物の分布状況、水生植物の適正管理などの植
生に関する調査・研究

市内河川水質調査

市内河川水質調査

市内河川水質調査

町内河川水質調査

町内河川水質調査

村内河川水質調査

・環境影響評価法等の適正な運用
・県事業等における環境配慮制度の適切な運用

緑地その他湖辺の自然環境の保全・整備に係る制度の適切な運用

常時監視測定

上流域水質監視

溶存酸素の連続測定

植物プランクトン調査

３．その他水質保全のために必要な措置

県

（１）
公共用水
域の水質
監視

動物プランクトン調査

環境にやさしい農業への取組拡大（土壌診断に基づく過剰施肥の防
止、局所施肥技術の普及拡大、減肥栽培技術の導入など）

「信州の環境にやさしい農産物認証」への取組支援、「みどりの食料シ
ステム法」に基づく農業者の認定や意識啓発

「環境農業」に係る情報発信による生産された農作物の優先的選択と
流通の促進

ゴルフ場、スキー場の汚濁負荷流出防止指導

- 延べ1,800ha

②農地対策

①水質の測定

（６）
緑地その
他湖辺自
然環境の
保護

関係諸制度の的確な運用

③自然地域対策

（５）
流出水対
策

①水生生物の管理

②豊かな漁場環境の再生

森林整備（間伐、植栽） (ha)

県

県

（４）
調査研究
等の推進

②水質浄化及び生態系保全
に資する調査研究の実施

（２）
貧酸素対
策の推進

④貧酸素に関する調査・研究

鳥類追い払いや外来魚駆除などによる豊かな漁場環境の再生

（３）
生物豊か
な湖岸域
の復元・
創出

「諏訪湖環境研究センター」（仮称）の設置

湖沼法に基づく「湖辺環境保護地区」の指定に向けた検討

水産生物の湖内での生息・産卵場所の整備・検討

3 / 4 ページ



計画に定められた取組、
方策の内容

現状
【R3(2021)
年度末】

目標
【R8(2026)
年度末】

R4(2022年度）実績

第８期計画事業【R4(2022年度）～R8（2026年度)

実施主体項目

県

・水質調査(5～9月:湖心と4地点を週1回、他月：湖心を
月1回)
・ワカサギふ化仔魚成長調査 (4～6月、7回)
・ワカサギ資源量・成長調査(6～11月、月1回)
・シジミを含めた底生生物モニタリング調査（6地点、年3
回）

県 ―

県

・水質調査(5～9月:湖心と4地点を週1回、他月：湖心を
月1回)
・ワカサギふ化仔魚成長調査 (4～6月、7回)
・ワカサギ資源量・成長調査(6～11月、月1回)
・シジミを含めた底生生物モニタリング調査（6地点、年3
回）

県
令和6年度以降、諏訪湖環境研究センター（仮称）で実
施予定

県 諏訪湖水域外で調査実施

県 環境残留実態調査（分析方法の検討）

県
令和6年度以降、諏訪湖環境研究センター（仮称）で実
施予定

関係団体による取組
諏訪湖創生ビジョン
推進会議、県

・ヒシ除去7/7～7/9　110名　8t
・水草学習会、稚エビの放流　7/9　38名
・オオハンゴンソウ駆除　7名　200kg

諏訪湖アダプトプログラム
活動団体数：67

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会への活動支援

県
令和6年度以降、諏訪湖環境研究センター（仮称）で実
施予定

・調査結果等ホームページ公表
・令和４年度諏訪湖創生ビジョン推進事業調査結果報告
書の公表
・諏訪湖通信の発行（毎月1回）

県
東海大学付属諏訪高等学校１年生を対象に、諏訪湖の
水質等に関する出前講座を実施（7/22）

県、市町村、関係
団体

―

環境紙芝居読み聞かせ１３保育園（諏訪市）

南小環境学習（新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止）（下諏訪町）

（７）
関係計画
との整合

―
県・流域市町村・事
業者

実施状況調査実施

（８）
計画の進
捗管理

― 県 実施状況調査実施

調査研究 県 なし

啓発活動 県、市町村 ホームページ等への掲載により情報提供

①普及啓発

調査結果、研究成果等の情報提供

（５）
関係団
体・市民
団体にお
ける取組

諏訪湖の水質・底質と生物量の関係に関する調査・研究

多様な水生生物の生息環境を形成するための技術に関する調査・研
究

諸計画との整合と本湖沼計画の推進

諏訪湖に流入する河川水量、地下水流入の状況など水の流れに関す
る調査・研究

多様な魚類の生息環境を形成するための技術に関する調査・研究

塚間川、横河川、承知川等　９地点（～3月）

「みんなの諏訪湖～諏訪湖読本」による環境学習

学校での諏訪湖に関する学習

宮川流域内の流入汚濁負荷量の把握
土地利用状況に応じた効果的な対策の検討、推進

諏訪湖環境研究センター（仮称）を中心に、諏訪湖を利用する人々の
水質保全及び生態系保全意識の高揚を図る

出前講座による学習会

県

本湖沼計画の進捗管理

流出水対策地区における汚濁負荷の低減に関する調査・研究

・水草刈取船の入れない浅瀬の手作業によるヒシ除去
・水草等の学習会の開催
・稚エビの放流
・アレチウリなどの外来植物の駆除
・アダプトプログラム参加団体等との協働による支障木の除去、清掃・美
化活動の推進

・アダプトプログラム参加団体等における美化活動の支援
・市町村独自の支援

マイクロプラスチックの存在実態把握に関する調査・研究

有害化学物質の環境残留実態と生態系への影響に関する調査・研究

水質・生態系への気候変動の影響と適応策に関する調査・研究

パンフレットやホームページによる広報や啓発

上川・宮
川におけ
る流入水
対策推進
計画

②学習活動の推進

市民団体等による取組への
支援

市町村、関係団体

県、市町村

（６）
普及啓発
及び学習
活動の推
進

（４）
調査研究
等の推進

②水質浄化及び生態系保全
に資する調査研究の実施
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